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【啓　蒙　書　の　進　歩】

　気象や地学にっいての啓蒙書は，日本でも最近は大へ

ん工夫した良いものが出るようになってきた．例えば恒

星社の、地学教室”だが，ここには地震の科学（笠原），

雨の科学（磯野謙治），気候の変動（土屋巖）等の格調の

高いものが含まれている．

　外国においても啓蒙書の進歩は著しく，文庫本や新書

版で，仲々程度の高い内容のものが刊行されていて，進

歩の早い他の分野の情況を知るにも大へん便利である．

思いつくま㌧，手もとにある新しいものを列挙してみよ

う．まずもっとも身近なPenguin　Booksの巾には気象に

関したものとしてUnderstanding　Weather（Sutton），

とThe　Weather（Kimble）があり，大雑把に言えば前者

が物理的なのに対し後者は地理的，前老は現在理科大で

ゼミに使われているというが，紹介者は後者にみられる

色々の工夫を買いたい．Penguinにはこの他Venture

to　the　Arctic（Hamilton），Man　Explores　the　Sea

（Dugan）The　Face　of　the　Earth（Dury），The　Face

of　the　Sun（Newton）があって，何れも興味をそそる．

また時々不定期に刊行されるPenguinのScience　News

の中にはいっも地学関係は一つ位テーマどしてあげら

れており，No．48のようにRocket　and　Satellite

Researchの特集をすることもある．

　penguinに次いで地学の多く含まれている叢書は

AnchorBooksだろう，順にあげてみるとTheNature

of　Violent　Storms（Battan），Radar　Observes　the

Weather（Battan），Water（Davis＆Day），Shape

and　Flow（Shapiro），How　Old　is　the　Earth（Hurley）

がある，またArrow　Scienceシリーズ中にはSpace

Reseasch　byRocketandSatellite（Boyd）があり，

ミシガソ大学から出ている科学叢書中にはEbb　and

Fow（Defant），The　Sun（Kiepenheuer）があって，

傍接の地学関係の様子を知るのに便利である・新書版で

面白いのはMentor　Bookに入っているOur　Atmos－

phare（Loebsack），と　Mainsprings　of　Civilization

（Huntington）であろうか，IGYをとりあっかったThe

World　in　Space（Marshak）　の原本は訳本より安い

し，Assault　on　the　Unknownは科学ジヤーナリスト

Sullivanの書いた460頁の大作．この他Weather（Lehr

編），Between　Earth　and　Space（Orr・）Weather

（Whitney），など良い本であり，ロシヤ語を英訳したも

の中にはMeteors（Fedynsky），Solar　Physics（Se－

vemy）などすぐれたものがある．1958年のクリスマス●

レクチユアをまとめたThe　World　Around　Us（edg

Sutton，）やMeteorology　for　Glider　Pilots（Wa11－

ington）はいづれも名著と言えよう．　　（根本順吉）
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